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例年以上の入場者に感謝

ふれあい広場実行委員会委員長 森 修 司

今年で委員長をさせてもらいまして2年 目になります｡

今年 も大変暑いなか､た くさんの方々にご協力いただき､誠にあ り

がとうございました｡

ご来場いただいた皆様にも楽 しんでもらえた事はもとより､スタッ

フにも楽 しめるお祭 りになったと思ってお ります｡

サマーナイ トin修徳が成功するのは､学区民の皆 さまのご協力に

加え､修徳学区には高齢者福祉施設 と児童館 という､大 きな存在が有

るからと感謝 してお ります｡

これからも皆様方の色々なご意見を聞き､なお一層素晴 らしいサマ

ーナイ トin修徳にしたいと思ってお ります｡

来年 もご協力よろしくお願いいた します｡

9月25日 (日)朝 5時頃まさかの雨音で 目が さめ､それか ら天

候が心配で眠れず､運動会の朝を迎えました｡ しか しその心配 もよ

そに､幸いなことに一 日中好天に恵まれました｡高齢者福祉施設修

徳の方々にも､今年から一つの町内チームとして参加 していただき､

プログラム通 り競技が行われました｡また新 しく､団体競技では綱

引 き､個人競技では缶ひろい競争を取 り入れました｡私 も綱引 き競

技に出場 し楽 しい一 日を過ごしました｡

ラッキー賞 も今年は最後の商品10点を､コー ヒーメーカー､電気

ケ トル､体重計､デジタルカメラと､電化製品などを並べてみまし

た｡来年は違 うジャンルの商品をと考えてお ります｡

当日は連合会役貞､女性会､交対協､体振OBの方などにお手伝

いいただきまして､紙面上ではございますが御礼申し上げます｡あ

りが とうございました｡成績などは次の通 りです｡

◆競技の成績◆

競 技 種 目 優 勝 2 位 3 位 4 位

玉 入 れ 競 技 大 江 富 水 小 田 原 藻 草

壮 年 レイ ンボ ー競 走 小 田 原 亀 屋 大 江 御 供 石

玉 送 り 競 走 月 見 大 江 布 屋 玉 屋

綱 引 き 競 技 採 草 中 野 之 富 水 材 木

◆ラッキー賞取得数◆

薮 下 2 亀 屋 2 布 屋 1 月 見 2
′=王=†呂 水 2 材 木 4 中 野 之 2 徳 万 1

小 田 原 3 坂 東 屋 2 玉 津 島 1 弁 財 天 4
高 砂 2 御 供 石 3 吉水俊成 3 玉 屋 1

秋
晴
れ
の
運
動
会
日
和
に

女
性
会
で
は
模
擬
店
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

前
日
の
準
備
と
､
当
日
も

朝
早
く
か
ら
皆
さ
ん
集
合
し

て
､
テ
キ
パ
キ
と
そ
れ
ぞ
れ

持
ち
場
の
用
意
が
始
ま
り
ま

し
た
｡
今
年
も

｢寿
司
｣
｢赤
飯
｣

｢
み
た
ら
し
団
子
｣
｢き
つ
ね

う
ど
ん
｣
｢飲
物
｣
｢た
く
あ

ん
｣
の
出
店
で
す
｡
毎
年
評

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

判
の
み
た
ら
し
も
香
ば
し
い

匂
い
を
漂
わ
せ
'
た
っ
ぷ
り

と
タ
レ
を
つ
け
お
味
も
上
々

に
仕
上
が
り
'
皆
さ
ん
喜
ん

で
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
｡

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
団
体
競

技
'
個
人
競
技
､
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
の
を
応
援
し
な
が
ら
､
作

業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
｡当
日
券
も
売
れ
行
き
が
非

常
に
よ
く
､
昼
ま
で
に
売
り

切
れ
ま
し
た
｡

昼
食
時
に
は
食
券
の
引
き

換
え
の
行
列
が
出
来
て
､
各

自
の
持
ち
場
も
手
際
よ
く
こ

な
し
､
い
つ
も
の
き
つ
ね
う

ど
ん
も
大
繁
盛
で
し
た
｡

青
空
の
も
と
'
家
族
の

方
々
や
お
友
達
と
テ
ー
ブ
ル

を
囲
み
'
寛
が
れ
る
の
を
見

て
､
少
し
で
も
地
域
の
お
手

伝
い
が
出
来
た
事
に
安
堵
し

た
次
第
で
す
｡
雨
天
を
心
配

し
て
お
り
ま
し
た
が
な
ん
の

そ
の
｡
秋
ら
し
い
す
が
す
が

し
い
天
候
に
恵
ま
れ
'
今
年

も
女
性
会
の
大
き
な
仕
事
を
､

中
村
会
長
を
は
じ
め
ス
タ
ッ

フ
一
同
心
ひ
と
つ
に
し
て
'

楽
し
く
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
出
来
た
の
も
'
皆
さ
ま
の

ご
協
力
と
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
｡

春

寒

葦

㌣

発 行 所

修 徳 自 治 連 合 会

P R ･情 朝 委 員 会

修徳社会福祉協議会

発行ili-任者横 田 任 正

編狐i-f任者 高 橋 卓 也

印 刷 所㈲幸美プリント

毎
年
､
社
会
福
祉
法
人

下
京
区
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
助
成
金
を
い
た

だ
い
て
､
広
報
紙
作
成

の
一
助
に
い
た
し
て
お

り
ま
す
｡

蘭

修徳学区HP

神
事
委
貞
会
か
ら
御
礼

伏
見
稲
荷
大
社
の
火
焚
き

串
､
時
代
祭
協
賛
金
に
皆
様

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

神
事
委
員
会
委
員
長

高
橋

卓
也

女
性
会

数

井

靖

子

ふ
れ
あ
い
大
運
動
会
に
於
い
て

青

力

璽
女

性

会

の

模

擬

店
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今
年
も
9
月
19
日

(月
)

の
敬
老

の
日
に
高
齢
者
の

方
々
を
お
招
き
し
て

｢交
通

安
全
す
こ
や
か
学
級
｣
を
せ

ん
だ
ん
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

し
た
｡
修
徳
学
区
の
住
民
の

方
､
高
齢
者
福
祉
施
設
修
徳

の
方
合
わ
せ
て
70
余
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
｡

村
山
正
治
交
通
対
策
協
議

会
会
長
､
楼
田
佳
正
自
治
連

合
会
会
長
､
谷
口
三
夫
高
齢

者
福
祉
施
設
修
徳
施
設
長
の

挨
拶
の
後
'
五
条
警
察
署

の
中
村
交
通
課
員
さ
ん
の
､

｢
一
休
さ
ん
の
ト
ン
チ
ク
イ

ズ
｣
を
利
用
し
て
'
ま
た
2

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
通
安

全
指
導
員
の
方
の
腹
話
術
を

利
用
し
て
の
交
通
安
全
を
分

か
り
易
く
面
白
い
話
を
し
て

下
さ
い
ま
し
た
｡
高
齢
者
の

方
の
交
通
事
故
が
増
加
し
て

お
り
､
道
を
歩
く
と
き
は
自

転
車
や
自
動
車
に
十
分
注
意

し
て
下
さ
い
と
の
こ
と
で
し

た
｡そ
の
あ
と

｢風
柳
会
花
柳

喜
青
柳
さ
ん
以
下
計
9
名
の

方
々
が
日
本
舞
踊
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
､
ひ
と
時
を
楽

し
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
｡

修
徳
学
区
は
都
心
の
交
通

量
の
多
い
地
域
で
す
｡
最
近

は
自
転
車
と
の
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
｡
十
分
注
意
を
し

て
お
過
ご
し
下
さ
い
｡

(文
責

高
橋
卓
也
)

10月16日 (日)洛央小学校で行われたバ

レーボール競技会で修徳女子バ レーボール

チームがみごと優勝 しました｡

上位結果は次の通 りです｡

優 勝 修徳体育振興会

準優勝 光徳体育振興会

3 位 豊園体育振興会

植柳体育振興会

なお､修徳チームは11月20日 (日)西京

極体育館で行われる京都市チャンピオン大

会に下京区代表として出場 します｡

修徳 崇仁 開智 郁文 淳風 格致 豊園 有隣 菊浜 光徳 尚徳 安寧 七条 植柳 醍泉 七条
第三

俊
成
社
遷
座
祭

菅
大
臣
神
社
へ

吉
水
俊
成
町

有
志
参
列

烏
丸
通
松
原
下
る
に
有
り

ま
し
た
藤
原
俊
成
卿
を
お
祭

り
し
て
あ
る
お
や
し
ろ
が
､

同
地
に
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ

る
た
め
に
撤
去
と
な
り
､
御

神
体
が

一
時
菅
大
臣
天
満
宮

へ
と
遷
座
さ
れ
ま
し
た
｡

7
月
31
日

(日
)
天
満
宮

宮
司
西
池
様
は
じ
め
､
吉
水

俊
成
町
住
民
､
建
築
関
係
者

ら
十
数
名
が
お
参
り
し
厳
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
｡

来
年
8
月
に
は
ホ
テ
ル
が

竣
工
し
､
建
物
の
内
部
で
烏

丸
通
り
か
ら
自
由
に
拝
礼
出

来
る

一
室
に
収
め
ら
れ
ま
す
｡

平
安
鎌
倉
時
代
の
第

一
人
者

で
あ
る
歌
人
の
お
や
し
ろ
が

新
し
く
出
来
ま
す
｡

(文
責

高
橋
卓
也
)

憂

㊨董
園

(敬
称
略
)

平
成
23
年
9
月
16
日

野
田
内
閣
総
理
大
臣

山
田
京
都
府
知
事

門
川
京
都
市
市
長
よ
り

百
歳
長
寿
表
彰

山
崎
キ
ク
エ

(大
江
)

｢
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
過

ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
し

ま
す
｣

平
成
23
年
9
月
22
日

京
都
市
老
人
ク
ラ
ブ

永
年
勤
続
表
彰

都
倉

昭
蔵

(弁
財
天
)

玉
虫

力

(吉
水
俊
成
)

-

◆
-

平
成

23
年
9

月29日

主
任
児
童
委
員

会長
表
彰

主
任
児
童
委
員

在
任
10
年
表
彰

中
村

秀
子

(大
江
)

平
成
23
年
10
月
15
日

京
都
市
自
治
記
念
式
典

京
都
市
長
よ
り

基
本
計
画
策
定
特
別
表
彰

篠
原

賛

(月
見
)

平
井

常
夫

(高
砂
)

永
年
勤
続
市
政
協
力

委
員
表
彰

平
井

常
夫

(高
砂
)

未
来
の
京
都

ま
ち
づ
く
り
推
進
表
彰

村
山

正
治

(高
砂
)

10
年
永
年
勤
続
表
彰

山 北 平 水 平 木 脇
岸 岡 光 本 井 倉 坂
ケ

哲 展 イ 高 隆 月券一
也 子 子 史 夫 彦 之

(大
江
)

(高
砂
)

(小
田
原
)

(採
草
)

(御
供
石
)

(中
野
之
)
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女性会 松 本 紀 子

｢染色安室

作品展｣

修練女性会

こ
の
度
田
中

直染料
店
様

の
ご
厚
意
に

より､｢絹
の

プ
チ
ス
ト
ー
ル
｣
で
､
絞

り
染
め
を
さ

せて頂
く
事

に
な
り
ま
し
た

｡6
月

4

日

(
土
)
リ

ーダー
8
名

が
､
染
色
教
室

に備え
て
研

修
会
を
し
ま

した｡6月
11

日

(土
)
の
当

日参加
人
数

は
60
名
と
多

く､｢朝2
回
､

昼
2
回
に
し
て

くださ
い
｣

と
言
わ
れ
､

4回の人数
わ

け
に
大
わ
ら
わ

｡急な
時
間

変
更
お
わ
び

します｡

今
回
教
え

ていただい
た

の
は
､
割
り
箸

と輪ゴ
ム
を

使
っ
て
簡
単

に出来る手
法
｡

白
く
残
し
た
い

部分に
輪
ゴ

ム
を
巻
く
実

演指導がと
て

も
分
か
り
易
く

､皆さ
ん
会

話
を
弾
ま
せ

ながら楽し
く

作
業
開
始
｡
強

く巻い
た
り
､

緩
く
手
加
減

して､仕上
が

り
を
想
像
し
な

がら好
み
の

染
料
に
浸
す

と､グリー
ン
､

オ
レ
ン
ジ
､
紫

､ブル
ー
｡

彩
の
マ
ジ
ッ
ク

に歓声が
上

が
り
ま
し
た
｡

世界に
l
枚

だ
け
の
自
分

の作品に皆
さ

ま
大
感
激
で

す｡

染
色
教
室
開
催
を
快
く
引

き
受
け
て
下
さ
い
ま
し
た
田

中
直
染
料
店
の
社
長
様
に
は
､

長
時
間
お

一
人
で
汗
だ
く
に

な
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
､
大
変
お
世
話
に
な

り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
｡
今
回
染
色
教
室

で
染
め
上
が
っ
た
全
作
品
は
､

修
徳
ふ
れ
あ
い
福
祉
会
館
10

周
年
記
念
行
事
の
1
環
と
し

て
展
示
さ
れ
ま
し
た
｡
ふ
れ

あ
い
福
祉
会
館
4
階
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
前
展
示
コ
ー
ナ
ー

に
於
い
て
､
4
回
に
分
け
て

順
次
展
示
し
ま
し
た
｡
と
て

も
す
て
さ
で
し
た
｡

ま
た
手
作
り
の
催
し
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
｡
そ
の
節

は
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
｡

楽
し
い
染
色
教
室
で
し
た
｡
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懲

凹

口許

甜
EI

ヨ

汐

野

'-

防

更
生
保
護
女
性
会

間
場
美
栄
子

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
10
月

7
日

(金
)｡
京
都
テ
ル
サ

ホ
ー
ル
に
於
い
て
､
京
都
府

更
生
保
護
女
性
達
盟
主
催
の
､

京
本
政
樹

｢愛
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
｣
に
行

っ

て
き
ま
し
た
｡

13
時

30
分
に
開
演
｡

斉

藤
常
子
会
長
の
挨
拶
で
は
､

｢
更
生
保
護
女
性
会
活
動
は
､

地
域
で

一
人
ひ
と
り
が
､
明

る
い
社
会
を
作
り
た
い
と
い

う
思
い
で
､
何
ら
か
の
行
動

を
す
る
こ

とが
大
切
｣
と
い

う
こ
と
で
し
た
｡

京
本
政
樹
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

で
は
､
｢星
の
フ
ラ

メン
コ
｣

か
ら
始
ま
り
､
御
自
身
の
オ

リ

ジ
ナ
ル
曲
､
｢
必
殺
シ
リ

ー
ズ
､
悲
し
み
色
の
-
｣

そ

の
他
10
曲
余
り
｡
歌
と
ジ
ョ

ー
ク
を
交
え
た
軽
妙
な
ト
ー

ク
で
､
会
場
は
大
い
に
沸
き

か
え
っ
て
い
ま
し
た
｡

最
後
に
ア
ン
コ
ー
ル
と
花

束
贈
呈
で
約
2
時
間
､
楽
し

く
､
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ひ
と

時
で
し
た
｡

私
も
今
年
の
夏
か
ら
､
修

徳
更
生
保
護
女
性
会
の

一
員

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
､
ま
だ

更
生
保
護
の
な
ん
た
る
か
も

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
､
こ

れ
か
ら
徐
々
に
勉
強
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
｡
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忠 ;.愛 番 い 彊 鷲 i 欄 別 荘 誠 醇 ､甘∴ 民生児童委員会

花 水 知 子 五条防犯推進委員協議会修徳支部 支部長 川 村 庄 治

童霊警ら葦 JfLt 賃等讐 芸誓 霊宝遠望 要芸孟 三笠漂詰 三芳;諾 ミ',讐三,fi諾 芸慧讐了=岩 左孟芸oLましよう○

支えるための地域活動 ｢ラッコくらぶ｣ 京都府内 ｢振り込め詐欺｣の状況 府警資料より)

を開いています○広いせんだんホールで子供たちが自由に遊べ､保護者同士が子育ての悩み事や､情報交換が気軽に出来る ｢くらぶ｣です〇年4回ポスターで∵お知らせいたします○遊ぶおもちゃもたくさん用意 しています○お気軽にお越 し下さい○次回は平成24年 1月25日(水)です○ 平成23年(1-9月) 平成22年(1-9月)

オ レ オ レ 詐 欺 13 28
架 空 請 求 詐 欺 12 42
融 資 保 証 金 詐 欺 6 4
還 付 金 詐 欺 0 0

振 り 込 め 詐 欺 合 計 件 数 31 74
振 り 込 め 詐 欺 合 計 金 額 3.067万円 5,981万円

◎被害と内容

◆場 所 下剤 客徳ふれあい福祉会館 オレオレ詐欺--高齢者の女性の被害が多い○息子や公務員の名を偏 り､示談金やキャッシュカ

言蒜還んだんホごル苗 呂 - ドなどを編 し取る○

白 ._ ノヽ(下⊥区新町､南松原下る) 架空請求詐欺--40才代以下の女性の被害が多い○携帯電話やメールで電話させて有料サイ ト利
◆時 間 午前還 ～11蒜 /､ 用の名目で現金振込みや､自宅に訴訟取 り下げ費用などを要求する○

◆対 芸 .芸～3歳旧 融資金詐欺-......ヰ 高年の男性の被害が多い○自宅､会社にファックス､電話で連絡させ融資手

蓋 し ｡ 'i喜 一一前表 . 声 ;≡望≡三雲三三≡≡董墓室;(至等 董きき享;9=三…; !≡……三言言)I ?酪
こ しp- ト! 西 若 新 小 室 諏 烏 不 束

られた t 喜寿潜 等 葺顛 -'H 整 )

引 L_/F,.r L

･. 一 一 そi讃 L=L-二重 琶 'g･.==こ.･.･._一 Jユい 差 謂 芋 票 雪 雲 豪 - A l 引 つ た く り l 自 動 車 盗 l オー トバイ盗 l 車 上 狙 い

修 徳 区 内 l 3 l o 1 1 1 4
下 京 区 域 l 38 L o 1 43 1 104

自転車の盗難や事故 も多 く発生 しています○(府警資料より)

◎自転車の盗難は年間 1万件､1日27件になります○五条署管内では324件 (1-8月)です○
○繁華街や駅周辺を避け路上に放置せず､駐輪場などを利用ましよう○

○JJZ､ずカギ(複数)をかける習慣をつけ､防犯登録をしておきましょう○

◎自転車に関わる死傷事故は年間3千件以上､全交通事故の約20%にも達 しています○

告 uff,冨 量 巣 uT,宥 完 ツ【 ▲ ' ○ 自転車の運転事故は交差点で出会い頭に起こりやす く､安全確認を徹底 しましよう○

響 き 原 告雲量 言 菅 諸 富 耳 誓 警 手± ○歩行者 との事故 も多 く､お互いにマナーを守るように注意 しましよう○

七 宗 去/jJc,1表 芸 号 音指 差 完 疑 姦 君 主 言 去る6月28日に ｢自転車盗の被害と､自転車利用の交通事故抑止｣の啓発活動をしました○

盲 畠 提要 苦 学 詮蛋 i 票 蒜 緊 要 夏雲 雷 ○午後 2時から河原町通 りを御池～四条をパ レー ドし､多 くの人々に理解 して頂 きました○
た さば と集 る え を又 行 の ら もば 来 集 ○修徳からは関係団体の委貞8名が参加 しました○

還 扇 ..- 軍 資 料 館 隔 ≡ 都福云 ビス芸 ,- -

‡ 挟 ーおっと漢字棚 書 にE3るおっと業指疋跳 梁£I.る 高齢者福祉施設 修徳

○… 享藁 葺誘 喜IIR'-=l:11=Ogli蓋 .:寧 覇 .g j_,:,二..--7i1..._,I.,<5..Y._t冠

陸田聖賢日本漢字能力検定協会＼ ~レ 一一.た.Ji-I:悪霊釜霊宝琵芸;;二≡…喜壬二…1155…‖ t.牢 聖 域 稀 野 !_..,._.1.,T.3,...-≡し'‡

本部/尻都市下京区烏丸通松原下るTEL.0120-509-315 ◆児 童 館 ℡353-639射 自転車盗錐撲滅のアピ-ルです


